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連携型

庄内児童クラブ

児童クラブ

との連携

日日

●教室内容について

原則月１回水曜日に平日は、児童クラブ建物内のホールを利用して、工作や（内容は

毎回変えている）室内ゲームなどを行い、長期休み中に公民館で卓球を行っている。

また、冬休み前にお菓子作りを行っている。今年度はクロネコヤマトの出前講座も利用した。

●運営について

庄内小学校、庄内児童クラブ、庄内公民館サークルの方々と上手く連携を取りながら

運営している。

◆活動の目的・理念
●学校では経験できない体験活動に取り組む。
●親や学校以外の大人（コーディネーター、支援員、サポーター、ボランティア）との交流を通して社会性を学ぶ。
●集団での学びの時間として捉えて活動する。

取組の概要

● スポーツ
夏季休暇中に卓球を体験する。

● 工作・料理・体験
季節にちなんだ工作や、お菓子作りを通して物づくりの

たの楽しさを知る。
● 室内ゲーム

ボッチャでチームワークを育む。
● 出前講座

クロネコヤマトの「環境教室」と「子ども安全教室」に
来てもらい、普段できない体験を通して学ぶ。

＜主な取組内容＞ 時間帯 活動内容

月   ～

水 10：30～11：30 卓球、クロネコヤマト出前講座

水 15：00～16：00 工作、ゲーム、体験、クロネコヤマト出前講座

木 13：30～15：00 料理

金   ～

土   ～

＜特色ある取組＞

（卓球教室）

（クロネコヤマト子ども安全教室）

児童の感想
・ 何かを作るのが好きなので作るものをいっぱいしたいです。
・ 卓球が楽しくてはまりました。
・ みんなで工作をするのが楽しかったです。
・ たくさんの遊びをしてとても楽しかったです。
・ 普段できない経験をさせていただきありがとうございました。（保護者）

事業を実施して

【成果】
● 子どもたちの新たな体験の場を持つことが出来た。

● 子どもたちが他学年や地域の方々と交流しながら

学ぶことが出来た。

【課題】
● 教室協力者（支援員・サポーター・ボランティア）

の確保。

● 参加児童の大半が児童クラブ利用者で、それ

以外の児童の参加を増やすための取り組み。


